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戦没者などのご遺族の皆様へ

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
！

　
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
方

に
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

︻
支
給
の
方
法
︼
特
別
弔
慰
金
は
、

戦
没
者
一
人
に
つ
い
て
、
額
面

40
万
円
の
国
債
で
支
給
さ
れ
、

平
成
18
年
か
ら
27
年
ま
で
の
10

年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
４
万
円

ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

︻
支
給
の
条
件
︼
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

満
州
事
変
（
昭
和
６
年
９
月
18

日
）
以
後
の
戦
没
者
な
ど
の
ご

遺
族
で
す
が
、
平
成
17
年
４
月

１
日
現
在
で
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
ご

遺
族
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。

︻
支
給
の
対
象
者
︼
特
別
弔
慰
金

は
、
主
と
し
て
次
の
遺
族
の
う

ち
、
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位

が
先
の
人
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

① 

平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③ 

戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
、

養
子
縁
組
に
よ
り
平
成
17
年

４
月
１
日
に
氏
が
変
わ
っ
て

い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。）

④ 

③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤ 

①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
ま
で
引
き
続
い
て
１
年
以

上
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た

人
に
限
り
ま
す
。）

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
に

生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
要
件

で
す
。（
子
の
場
合
は
死
亡
当

時
の
胎
児
も
含
ま
れ
ま
す
。）

︻
請
求
の
期
限
︼
請
求
は
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
そ
れ

ま
で
に
請
求
し
な
い
と
受
給
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

︻
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

☎
52
１
１
１
１
（
内
線
29
）

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

☎
34
２
３
１
１
（
内
線
２
２
６
）

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

☎
39
２
１
１
４
（
内
線
１
５
１
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
〜

契
約
は
慎
重
に
！

●
契
約
に
つ
い
て

　
高
齢
者
が
悪
質
な
訪
問
販
売

業
者
か
ら
、
次
々
と
商
品
購
入

の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
若

者
が
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
な
ど

に
よ
り
、
高
額
な
ア
ク
セ
サ
リ

ー
購
入
や
エ
ス
テ
の
契
約
を
さ

せ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
。
こ
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
は
、
消
費
者
が
契
約
に

関
し
て
十
分
に
理
解
せ
ず
、
業

者
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
契
約
し

て
し
ま
う
こ
と
が
要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
契
約
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
受
け
る
と
き
は
、
前
も

っ
て
情
報
を
集
め
、
比
較
検
討

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
安
易
に
呼
び
か
け
に
応
じ
て

つ
い
て
行
っ
た
り
、
出
か
け
て

行
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
業
者
の
巧
み
な
言
葉
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
決
め
る
前
に
家
族
な
ど

身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
書
を
よ
く
読
ん
で
話
の

内
容
と
違
っ
て
い
な
い
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
は
、

支
払
総
額
と
月
々
の
支
払
額
、

支
払
期
間
を
よ
く
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　
い
ら
な
い
時
は
、
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
書
類
は
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

● 

う
っ
か
り
契
約
し
て
し
ま
っ

た
ら

　
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
た
り
、

業
者
に
よ
る
嘘
の
説
明
な
ど
が

あ
れ
ば
、
契
約
の
取
り
消
し
を

主
張
で
き
た
り
し
ま
す
が
、
一

度
結
ん
だ
契
約
は
、
簡
単
に
は

取
り
消
せ
な
い
こ
と
を
、
十
分

に
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
︼

●
市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
観

光
第
１
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
３
５
）

ま
た
は
各
支
所
総
務
商
工
課

●
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９（
９
２
５
）３
７
０
０

文化財防火デー　１月26日(土)
　大洲市には、歴史ある建築物が数多く残されています。地域で一体とな
り、誇れる文化財を未来に残しましょう。

たき火による火災の防止
　たき火による火災の原因は、①燃え広がり　②飛び火　③消火の不十分
が大半を占めています。たき火をする機会が多い季節を迎えるにあたり、
次のことに十分注意し、安全なたき火を心掛けましょう。

　１　風の強い日はたき火をしない。
　２　水バケツなどで、消火の用意をする。
　３　火を消すまで、その場を離れない。
　４　子どもだけでは、たき火をしない。
　５　再び燃えださないように、完全に火が消えたことを確認する。
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災害に強い地域づくりに向けて

11
／
３（
土
）

　
～
沖
浦
地
区
一
斉

自
主
防
災
訓
練
～

　
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
健
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
、
沖
浦
地
区
自
主

防
災
組
織
・
沖
浦
自
治
会
主
催

（
笹
本
榮
一
会
長
）
に
よ
る
「
地

区
一
斉
自
主
防
災
訓
練
」
が
実

施
さ
れ
、
沖
浦
・
小
浦
地
区
合

わ
せ
て
２
３
０
人
の
地
域
住
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
洲
消
防
署
長
浜

支
署
・
長
浜
分
団
第
三
部
の
協

力
を
得
て
、
地
震
や
台
風
、
土

砂
災
害
な
ど
各
地
で
発
生
し
て

い
る
自
然
災
害
に
対
応
し
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当

日
は
こ
の
秋
一
番
の
冷
え
込
み

と
な
り
、
避
難
場
所
を
肱
川
あ

ら
し
が
覆
っ
て
い
ま
し
た
が
、

住
民
ら
は
、
避
難
を
呼
び
か
け

る
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
２
ヵ
所
の
避
難
場
所
に
徒

歩
で
集
合
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
沖
浦
・
小
浦
２
ヵ

所
同
時
進
行
で
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
避
難
や
地
震
体
験
車
、
消

火
に
煙
体
験
ハ
ウ
ス
、
配
給
の

５
項
目
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
ら
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
規
模
の
揺
れ
が
体
験

で
き
る
地
震
体
験
車
や
火
災
時

の
煙
を
想
定
し
た
煙
体
験
ハ
ウ

ス
な
ど
、
実
際
に
災
害
時
を
想

定
し
た
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

に
、
災
害
時
に
お
け
る
恐
怖
を

感
じ
な
が
ら
も
避
難
方
法
や
対

処
方
法
な
ど
支
署
職
員
の
説
明

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
配
給
訓
練
で
は
非

常
時
に
お
け
る
食
の
必
要
性
と

利
便
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
市

販
さ
れ
て
い
る
様
々
な
保
存
食

の
説
明
が
行
わ
れ
、
婦
人
会
員

ら
か
ら
参
加
者
全
員
に
乾
パ
ン

と
飲
み
も
の
が
手
渡
さ
れ
訓
練

を
終
え
ま
し
た
。

11
／
29（
木
）

～
河
辺
地
域
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
設
立
～

　
河
辺
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

河
辺
地
域
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
の
初
会
合
が
、
坂
本
地

区
自
主
防
災
組
織
の
呼
び
か
け

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
合
で

▲消火器の取り扱い訓練をする住民ら（河辺町北平地区）

長浜路を力走

第42回長浜駅伝競走大会

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、

　
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
自
主
防
災
組
織
～

は
、
４
地
区
の
事
務
局
長
以
上

が
参
加
し
、
各
組
織
の
現
状
報

告
と
課
題
、
本
協
議
会
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
現
状
報
告
で
は
、

各
組
織
の
組
織
体
制
、
年
間
事

業
や
防
災
訓
練
の
取
り
組
み
方
、

防
災
資
器
材
の
保
有
状
況
に
つ

い
て
熱
心
に
協
議
さ
れ
、
本
協

議
会
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
連

絡
会
を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
河
辺
地
域
4
地
区
の

自
主
防
災
組
織
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
の
組
織
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　11月11日㈰、長浜・白滝間を周回するコースで、
第42回長浜駅伝競走大会が開催され、５部門にあわせ
て90チームが参加し健脚を競いました。選手らは、沿
道の住民の声援を受けながら、一心にたすきをつない
でいました。なお、大会結果は次のとおりです。

▲煙の恐ろしさを体験する参加者ら（長浜町沖浦地区）

部門 順位 チーム名 タイム

１　　部

１位 西予市体協Ａ １時間28分  4秒
２位 YONDENクラブ １時間28分13秒
３位 松山陸協Ａ １時間29分  2秒
４位 宇和島クラブ １時間30分19秒
５位 石井体協Ａ １時間30分34秒
６位 新居浜楽走会Ａ １時間30分50秒

２　　部
１位 長浜中選抜Ａ 43分36秒
２位 長浜中選抜Ｂ 48分23秒
３位 長浜中サッカーＡＣミラン 51分  3秒

３　　部 １位 松山工業高校 １時間29分32秒

４　　部
１位 長浜中選抜 59分50秒
２位 長浜中バスケットＡ １時間０分56秒

女性の部
１位 石井体協女性Ａ 55分16秒
２位 松山駅伝クラブＡ 57分  8秒
３位 大洲体協レディースＡ 57分19秒
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まちのわだいまちのわだい

　豊かな清水と山間地特有の昼夜の温度差などからおいしい
米が作られ、藩政時代には大洲藩主へも献上されていたと言
われている米どころの蔵川地区で、第１回フラワーまつりが開
催されました。この祭りは、農地のもつ多面的な機能を確保
するとともに、地域内の連携と協調を図り、また都市とのイベ
ント交流を通じて蔵川地区を元気にしようと、フラワーまつり
実行委員会（寺尾庄一会長）が今年初めて開催したものです。
　蔵川地域内には、合わせておよそ７haのコスモスが栽培さ
れており、会場の三嶋神社周辺の棚田には、稲刈り後の９月
に種がまかれたコスモスが６分咲きとなり、祭りに訪れた人を
出迎えていました。当日は、あん餅や巻きようかんなどが販売
されたほか、地元に伝わる「六つ鹿踊り」や「蔵川獅子」が
披露されるなど、一日中賑わいをみせていました。

　寺尾会長は、「今年は雨が少なく、種まき時に水をまくなど苦労したが、蔵川のみんなで取り組もうとする姿勢が
とても嬉しい。ぜひ続けていきたい」と笑顔で話していました。

　秋季恒例の長浜地区生活文化祭が、長浜ふれあい会館と商
店街を中心に繰り広げられました。
　会館では、手芸や生け花、写真、保育所園児や小・中学生
の絵画などの作品が数多く展示され、家族連れらが熱心に見
入っていました。
　28日㈰には、商店街を歩行者天国にし、各種バザーや出店
などのテントが並び、イベントコーナーでは、地元長浜中学
校吹奏楽部の演奏や長浜高校生徒による「伊予長浜豊年踊
り」、伊予市立佐礼谷小学校児童による「村中万才」が披露さ
れ、多くの観客から盛んな拍手が送られていました。

 蔵川を元気に
 ～第１回蔵川フラワーまつり～

10 ／ 27
（土）

 家族連れなどでにぎわう
 ～長浜地区生活文化祭～

10／27（土）
　　 28（日）

▲

▲満開のコスモス（三嶋神社前）

　ＪＲ伊予大洲駅が、地元の特色などをＰＲして地域振興に役
立てようと、駅の構内に市の花木である「ツツジ」の苗木を植
栽しました。植栽したのは、大洲・喜多地区内の高等学校９校
で組織する大洲・喜多地区交通マナーアップクラブの生徒らで、
この日はクラブの会員のうち８校の生徒とＪＲの関係者らおよそ
30人が、約70㎝のヒラドツツジの苗木20本を手際よく植えてい
きました。クラブの生徒らはＪＲ伊予大洲駅と協力して駅前の
自転車の整理などを実施しており、こうした活動を通じてＪＲ
四国より依頼を受け、今回植樹したものです。
　須之内駅長は、「駅を利用されるお客様に楽しんでいただく
とともに、ツツジを通して伊予の小京都大洲をＰＲしていきた

い。今後もクラブの会員のみなさんに剪
せん

定
てい

など管理をしていただきながら、毎年少しずつ増やしていく予定です」と
話していました。

 ツツジいっぱいプロジェクト
 ～ JR伊予大洲駅～

11 ／ 1
（木）

▲ていねいに植裁する高校生ら

▲佐礼谷小学校児童による村中万才

まちのわだい
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　毎年春分の日に菜の花フェスタが開催される五郎の畑の前橋

（赤橋）下の河川敷で、県立大洲農業高等学校の食品化学科一年

生40人が菜の花の種をまきました。これは国土交通省と大洲市、
大洲農高による「やすらぎの水辺整備事業」の一環で、平成７

年度より続けられているものです。夏はヒマワリが栽培される

など、四季を通じて市民をはじめ来訪者の憩いの場所となって

います。この日生徒たちは1.2haの畑に等間隔に一列に並び、種
が一ヵ所にまとまらないように土に混ぜられた菜の花の種50ℓ
をまいていきました。

 　見ごろは３月中旬ごろから４月上旬になるようです。暖かく
なるころが楽しみですね。

 菜の花フェスタに向けて
  ～やすらぎの水辺づくり～

11 ／16
（金）

▲満遍なく種をまく生徒たち

　サッカーの愛媛ＦＣと野球のマンダリンパイレーツの二つの

プロスポーツを活用して地域を活性化させようと、愛媛県プロ

スポーツ地域振興協議会（会長加戸守行知事）の主催により、

地域密着型スポーツフォーラムが八幡浜・大洲地区運動公園（平

野町）で開催されました。

　体育センターで行われたセミナーでは、サッカーＪ１川崎フ

ロンターレの武田信平社長による「スポーツを核とした元気な

地域づくり」と題した講演があり、「真の市民クラブになること

を目指して、まず地元のファンやサポーターを増やし、スタジアムに足を運んでもらうことが最も大切な事

の一つ」であるとして、自身が取り組まれている地道な活動やその波及効果について紹介されました。講演

後の意見交換会では、地元事例の発表者として、大洲スポーツクラブ設立準備委員会事務局の澤田典康さん

から、本市で初めての総合型スポーツクラブ設立に向けての活動内容などが紹介されました。

　また同センター隣の大洲球場と陸上競技場では、市内の中学校８校からおよそ220人の生徒が参加してのサ
ッカーと野球のスポーツ教室が開催され、野球教室ではポジションごとに別れ、捕球の仕方やゴロを処理する

時の膝の使い方、足の運び方などの指導を受け、サッカー教室ではストレッチで体を充分にほぐした後、パス

の正確な出し方やミニゲーム形式の練習などを行い、その都度プロから細かな技術指導を受けていました。

 プロスポーツを通じて地域活性化を
 ～地域密着型プロスポーツフォーラム～

11 ／17
（土）

▲講演する武田信平社長

　流域市町などとの幅広い交流促進を目的として、風の博物館
横の風のり広場を中心に、「第23回肱川ふれあいまつり」が開
催されました。
　会場内はいろいろな屋台が立ち並び、北海道えりも町の物産
販売のほか、無料鮭鍋が振る舞われるなど、にぎやかな雰囲気
に包まれていました。大玉相撲や正山太鼓演奏などのイベント
が繰り広げられたほか、音羽しのぶ歌謡ショーでは、大勢の観
衆がその美しい歌声に聞き入っていました。毎年恒例となって
いる「大富くじ」では、名前を読み上げる度に、歓声と大きな
ため息とが入り交じっていました。

 約6000人が訪れました
 ～第23回肱川ふれあいまつり ～

11 ／18
（日）

▲大いに盛り上がった大玉相撲

まちのわだい
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